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 令和元年度 文化財防災練等実施状況報告 都道府県名 

新潟県（糸魚川市） 

行 事 名 称 第66回文化財防火デー 伊藤家住宅 

実施期間・日時 令和２年１月26日（日）9：00～10：00 

実 施 場 所 伊藤家住宅周辺（新潟県糸魚川市大字鬼舞地内） 

主 催 者 糸魚川市消防署・糸魚川市教育委員会 

■実施内容 

訓練の想定 

伊藤家住宅周辺より出火。消化を行ったが、指定文化財に延焼する恐れがあると想定。 

訓練の内容 

住民による火災発見、119番通報、関係者による初期消火（消火器）、消防署による放水訓練の実施。 

参加者及び役割分担 

・地元住民（20名）…火災発見、消防署119番通報、初期消火訓練 

・消防署（32名）…放水訓練、延焼防止訓練、ドローン飛火警戒訓練 

・消防団（50名）…放水訓練 

・警察（５名）…避難誘導、安全確認 

・教育委員会（５名）…状況確認 

特に工夫した点 

昨年、伊藤家住宅の西側で住宅火災が発生しており、過去にも大規模な火災が起きている地域であるこ

とから、延焼を阻止し文化財をどのように守るかを想定しながら訓練が行われた。 

問題点・課題 

伊藤家住宅のある地域は建物が密に連なる地域であり、狭い路地等も多いためアクセス道の状況の把握

が必要である。 

その他 

有事の際は初期消火など迅速に対応できるよう、日頃から地域住民との合同訓練の継続が必要である。 

訓練風景 

     

     
         初期消火訓練（消火器）          延焼防止訓練     


